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所報タイトル「挑戦」は所内で掲げる 

平成 22 年度の目標です。                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も６月８日（火）に当事務所主催による特別講演会を開催させていただきました。 

講師には、お好み焼専門店「千房」の代表取締役である中井政嗣先生をお招きして、『人間の

底力～お好み焼日本一「成功者より成長者になれ」～』をテーマにお話しして頂きました。 

先生は中学校を卒業と同時に丁稚奉公に出られ、その後大阪で「千房」を創業、現在総店舗数

６４店舗、グループ年商５５億円を誇る企業に育て上げられました。

学歴、成績、身元保証は一切問わずに人材を採用し、教育そして

共に育つ「共育」をモットーにしたお話を貴重なご経験をもとに熱

気とユーモアたっぷりに語っていただき、満員の会場からは大きな

反響を得ることができました。 

ご多忙にもかかわらずお越し頂いた皆様、アンケートにご協力

頂いた皆様、本当にありがとうございました。まだ一度もお越しにな

られたことのない方も、次回のご来場を職員一同心よりお待ちして

おります。 

 

 

この所報のバックナンバーは弊所ホームページにて掲載しております。 

 

中井政嗣先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回、講師 中井先生より頂いた以下の文面を掲載し、ご紹介いたします。 

これは中井先生が、従業員の給料袋に明細とともに毎月入れているものだそうです。

手書きのなかに込められた、中井先生の社長としての思い、そして従業員への労いやメッ

セージ。従業員の仕事への向上心や意欲を掻き立て、ひいては会社全体の士気を高め

るのに一役買っていることでしょう。まさに全国展開するグループ企業へ成長した成功の

一端を担っているのではないでしょうか。皆様におかれましても、どうぞご参考としてお読

みいただければと思います。 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年４月下旬、一泊二日の帰省(山形県酒田市)をすることとなった。 

以前は、乗り換えなしの電車一本で、日本海側を秋田行きに乗車して行けたのですが、

現在は、新潟駅乗り換え又は、山形新幹線を使用して新庄駅乗り換えとなる。 

今回は、早朝自宅を出発して、山形新幹線を利用し新庄駅乗り換えのコースにした。 

ちょうど桜の咲く時期と重なり、天候も良く車窓からみる景色は格別だった。 

途中、最上川沿いにかかったところで、船下りを楽しんでいる数艘の船も見かけた。 

お昼ごろには、下車駅の余目(あまるめ)駅に着き、改札口に甥が出迎えてくれた。

車中から見る田園風景、秋田県との県境にある｢鳥海山｣、雪に覆われた出羽三山のひ

とつ「月山」は、青空に映えて美しかった。２０分ぐらいで実家についた。兄弟全員

そろったところで墓参りをし、夕方より宴会となった。 

翌日は、午前中、子供の頃通った近くの小学校の校庭に行く。児童数減少により、

建て直しの予定とのこと。体育館では、ブラスバンドの練習をしていた。鼓笛隊の練

習をしていた私達とはずいぶん様変わりした。母校の商業高校も市内の高校と統合さ

れ、学校名も新しくなるとのこと、少子化が進んでいることを再認識させられた。 

午後は、四年毎に行われる地元の神社のお祭りで、神輿等の行列を見物した後、新

潟駅乗り換えのコースで帰路につく。自宅に着いたのは、午後８時過ぎだった。 

久し振りに、故郷の空気を肌で感じ、リフレッシュできた旅でした。次は、紅葉の時

期にでも行きたいと思いました。 

 

 

主査：大川 修 


